平成２９年度　第３回　印西市社会教育委員会議　会議録

１　開催日時　　 平成３０年３月１５日（木）

　　　　　　　　 午後２時００分から３時５０分
２　開催場所　　 印西市役所　４階　４１大会議室
　

３　出席委員　　 伊東委員、関根委員、恩田委員、川村委員、鈴木委員、三城委員
　　　　　  菊地委員、桜井委員、小林委員、松崎委員、篠原委員、石川委員
平石委員
４　欠席委員　　 井上委員、河村委員、小岩委員
　

５　事務局の出席　 飯島課長、関口主査、北林主査、五十嵐主査
６　内容　　　 　
報　告
　①　社会教育関係団体補助金について

　②　平成２９年度事業報告について
　　　ア社会教育・生涯学習関連事業について
　　　イ文化・芸術関連事業について

議　事

①　平成３０年度事業計画（案）及び予算（案）について
　　ア社会教育・生涯学習関連事業計画（案）及び予算（案）について

　　イ　文化・芸術関連事業計画（案）及び予算（案）について

②　社会教育委員としての「活動テーマ」について

③　印旛郡市社会教育振興大会の開催について
④　その他
７　会議録

事務局　　　　ただいまより「平成２９年度第３回社会教育委員会議」を開会いたします。

なお、本会議におきまして、印西市市民参加条例施行規則第１２条及び第１３条の規定に基づき会議公開に伴う傍聴席の設置と会議録作成のため、録音機材を設置して録音させていただきますことをご了承願います。

はじめに、桜井議長よりご挨拶を申し上げます。

（挨　拶）

　ありがとうございました。
次に、会議録の署名委員の指名を行います。

会議録署名委員は名簿順で行うこととし、４番の恩田委員にお願いしたいと思いますが、皆様いかがでしょうか。

　　　　　　（全員異議なし）

　それでは、恩田委員にお願いいたします。
ありがとうございました。
　　　それでは、ここからの議事進行につきましては、桜井議長にお願いいたします。
よろしくお願いいたします。

桜井議長　　それでは、報告事項と議事に入らせていただきます。

　　　　　　報告事項の①社会教育関係団体補助金について
事務局より説明をお願いします。
事務局　　　資料に基づき説明。

桜井議長　　何かご質問はありますか。
鈴木委員　　前回の会議で石川さんがおっしゃっているのは、他の社会教育関係団体でもいっぱいありましたよね。
これはあくまでも教育委員会関係のものであって、他の社会教育関係団体と言われる団体も、他から補助金をいただいていると思います。
　　　　　　例えば国際交流さんだったら企画政策課から補助金をいただき、だけどこちらの団体は社会教育関係団体になっています。
このような団体は実際どのように補助金対象団体になられているのかと、私は思ったんですけど。
石川委員　　少し鈴木委員とは違いますが、固定された7団体に対しての審議もあるのかなとか、新しい他の同じような活動をしている、団体が申請する機会とか、チャンスというのは全く目に見えていない感じがしました。

　　こちらの資料に掲載されてます7団体に限り、オープンにはなっているのかなという疑問と、7団体に関しての毎年通例のように書類を出してというようなことだけじゃなくて、きちんとその使われ方も審議されているのかなという疑問がございます。
桜井議長　　事務局今のご質問に対していかがてすか。
事務局　　　補助金に関しましては、要綱と市の条例に基づく規則があります。そちらで申請手続き、実績報告など、それらを審査して補助金を交付しております。

　 先ほど関口から説明があったように、今後はどのように受けていくかというのは、課題となっております。
　　　　　　前回の第1回会議の資料に掲載いたしました、主な社会教育関係団体ということで、そちらに関する補助金というご質問になるかと思いますが、こちらに関しましては、教育委員会からは、女性の会等、上位に当たる団体については出ている団体もありますが、その他に関しましては、補助金という助成ではなく、社会教育施設の使用に際しての減免ということで、助成し、活動をしやすいように行っているような状況でございます。

桜井議長　　こちらの7団体というのは、1年に1回申請することになっていますが、活動の状況報告等の審査を生涯学習課で行い、その審査によっては今後の支給をするとかしないなどの判断はされるのでしょうか。
事務局　　　申請の際には、事業報告、事業計画、事業予算等の必要な書類を提出していただきまして、年度末に実績報告を提出していただき精算いたします。
桜井議長　　石川さんと鈴木さん、今までの事務局の回答でよろしいでしょうか。
鈴木委員　　結局、今の事務局の説明では、対象団体は固定化されていて、その団体にしか補助金はいただく事は出来なく、新しく入った団体はどうなるんですかという疑問がございます。
桜井議長　　７団体以外でも所定の申請をすれば審査によっては補助金対象になるということでいいですか。
事務局　　　今の段階では、第２条に補助金の対象とする補助金の額は別表の定めのとおりにするということで、別表に補助対象事業、補助対象に合致する団体があれば、それは申請していただいたときに、この社会教育会議で審査してもらうということはあると思います。
これらの青少年相談員連絡協議会とか、子ども会といった、所定の団体を思い浮かべてしまうかもしれませんが、補助の目的で、女性の会ですと、女性の社会参加を表明し、男女共同参画社会の進展を図るという目的と、あと市内居住の成人女性で、５０人以上の団体と、こういったところに合う団体があって、申請されれば、それは受け付けなくてはいけないと思うので、それはまたここの社会教育会議という場所で審査、承認という流れになるかと思います。
鈴木委員　　わかりました。
桜井議長：　それでは、報告の２番目、平成２９年度の事業報告について、事務局説明をお願いします。
事務局説明。
桜井議長　　今の説明に対して、ご意見がありましたらお伺いします。
鈴木委員　　事務局からのご説明の中で事業を実施したとか、開催をしたという言葉が多く出てきております。実際事業を実施して、その事業がどうだったのという内容の説明がなかったので、そのへんの説明をしていただければと思っております。
桜井議長　　この後の議事の平成30年度事業の時に、２９年度の反省というのも含まれているのかもしれませんので29年度事業報告は了解したということで、終わります。
　　　　　　
桜井議長　　それでは、次に議事に入ります。これからは皆さん、各委員、お一人一人の意見が議事に反映されますので、よろしく集中審議のほうをお願いします。

まず、最初に議事の①事務局より説明よろしくお願いします。

事務局　　　事務局からの説明が終わる。
桜井議長　　ただいま事務局の説明が終わりました。
ご意見、ご質問等ありましたら、お受けいたします。

川村委員　　「みんなでつくる木下街道膝栗毛リターンズ」ということで、復活するということなんですけれども、かなり以前は人気があって、参加者も多くそれが10年前にこちらの事業がなくなりました。そういった経緯と、また復活することになった経緯をお聞かせいただけますか。

事務局　　　協働事業の募集をしておりまして、今年度、印西ふるさと案内人協会から、１０年ぶりに、始めてから３０年目に当たることから、大々的にやってみたいという申請がありました。それで事業として認定されましたことから、来年度は予算化して実施するという形になりました。

　　　　　　一応、そのふるさと案内人協会の方々の、かつての膝栗毛の盛況だった状況をご存じの方が多かったと思うので、せっかく元年から始まって、３０年目の節目になるということなので、今回は、協働事業として盛り上げて更に知名度も上げて行きたいと考えております。
　　　　　　また、文化財関連の紹介ができればということもございまして、発案されたというようなことです。これに関しては、一応ご理解いただければと思います。
桜井議長　　回るコースなんかも変わるんですか。
事務局　　　コースにつきましては、今のところ検討中です。
今後調整を重ねて行き、コースを立案する予定でございます。

桜井議長　　今回３０年度だけの単発事業ですか。
事務局　　　継続事業ではございません。

　　　　
川村委員　　段々事業が下火になり、昨今の交通事情などから参加者が少なくなったんですかね。
事務局　　　回数も２０回実施しましたので、ある程度そのコース等も同じところを何回やりマンネリ化などから、参加者は右肩下がりになっていたというのはあると思います。

　　　　　　また、実行委員会形式でやっていましたので、その実行委員会のほうからもそろそろ１回というか、ある程度、２０回やったということで、その後ちょっと時間をおいてというような、少し事業を見直してみようというようなことから、２０年度でいったん閉じたという経緯もあります。

川村委員　　じゃあ今回は３０年で１回やるということで。楽しみにしております。

事務局　　　なお、４月1日の広報で、ボランティアを募る記事を載せさせていただいておりますので、いろいろな団体の方のボランティアをぜひ協力して一緒に進めていけたらいいなと思っておりますので宜しくお願い致します。
桜井議長　　実施時期というのはいつなんですか。
事務局　　　秋頃１０月の中旬ぐらいを予定しております。

川村委員　　主催は印西市になりますか。以前は実行委員会形式をとっていたということですが。
事務局　　　委託事業ですので、主催は印西市になります。

川村委員　　こちらの事業の予算計上がないような感じなんですけど、予算はゼロでやるんですか。
事務局　　　７０万円ほど計上しております。
川村委員　　資料の予算書のどこに入っていますか。
事務局　　　委託事業で計上してございます。
川村委員　　もう一ついいですか、道作古墳の活用事業推進の中に、平成２８年度に実施したレーダー探査の結果、後円墳から箱式石棺が発見されたとありますがこれを読むと、同じ場所を２回調査したということになるんですか。
事務局　　　平成２８年度はレーダー探査という方法で、発掘調査はしてございません。
電磁波を照射して、墳丘部がどういう状況かというのをまず確認した上で
平成２９年度は前年度の成果から何かがあるなという、電磁波の照射で土だけの部分と違う反応が出たところを確認し調査いたしました。そして調査した結果石で囲った棺が出たということです。

川村委員　　段階を踏んでやっているということですね。
　

事務局　　　史跡ですし、あまり手を加えて崩れることがないように、ダメージがないような調査をして行きたいと考えております。
　　　　　　平成３０年度のファイバースコープという、内視鏡ですが、あまり石棺を大きく調査するわけでなく、隙間とかがあれば、そこから内視鏡を入れて、中の状況を確認した上で、平成３１年度に、ふたを開け取り出して、保存処理すべきものがあれば取り上げる形で進めていきたいと思ってます。
川村委員　　資料の１４ページに、石造物調査の実施とありますが、今年は、印西市全体でどのぐらいあって、今回は、ここをやっているというのが分からないと、資料を読んでも正直分かりません。だから、全体的に幾つあって、今までは幾つ終わっていて、今、ここをやっているんだというのが分かるとすごく分かりやすいのですが。
　　　　　　単発的にどこの地区をやります、何をやりましたと言われても、「あ、そうなんですか」、だけで全体としてどのぐらいあるのかも全然よく分からなくて、５年も出ているんですけど、さっぱり分からないです。

　　　　　　できれば予算と計画の対比がもう少し分かりやすくしていただけるとさっき言ったように、新しい事業が出てきているのに、予算計上をどこにしているんだよという感じになるので、もうちょっとそのへんを分かりやすくしていただけたらと思います。
　　　　　　あと１７ページで、子どもをはじめとする次世代の育成とありますが、これは前年度も同じ計画があるんですね。書いてある内容が同じで、じゃあ前年度、何かをやったのかどうか分からないんですよ。前年度はやらなかったので、今回も載せてきているのか、これを見る限りだとわかりません。
　　　　　　だから計画を実施して、それがどうなったのかというのがちょっとこれでは分かりません。そこまで我々社会教育委員が見るべきなのか、そうでないのかどうか、よく分からないんですけど。
桜井議長　　見る必要はあると思います。私も同じ意見です。
　　　　　　一つお尋ねしますけれども、この印西市教育振興基本計画というのは、我々社会教育委員で作ったときには、教育委員会に承認されて、議会にも承認を得ると聞きましたが、今、どんな段階になっていますか。
事務局　　　議会の全体協議会での説明、教育委員会での承認という状況でございます。
桜井議長　　まだ承認は得ていないんですか。

事務局　　　承認は終わりまして、あとは印刷を待つのみということです。
桜井議長　　皆さんに前回お配りしたもので、大体できているということですよね。
事務局　　　そうです。
桜井議長　　平成３０年というのは、これまでとは違った年度になるはずなんですよ。
皆さんから意見が出ていますけれども、平成２９年度と平成３０年度の両方、事業計画についてお聞きしましたけれども、この中でアクションプランってありますよね。このアクションプランでいくと、平成３０年度は地域の生涯学習、生涯スポーツ、文化・芸術の活動を支援するとともに、印西の情報共有や交流を進めますだとか、生涯学習、生涯スポーツ、文化・芸術活動の各分野の交流を進めますと承認されてあるわけなんです。

　　　　　　今、お聞きすると、多少は新しいことをやっているのかもしれませんけれども、どこが今までと違って新しい、平成３０年度から５年間、基本計画でやっていくというところの、最初の年度で、平成２９年度とは違った内容のものがあるのか、ちょっと説明を聞きたいなと思います。特に平成３０年度は、予算はこれだけ使っています。

　　　　　　先程川村委員も言いましたが、平成２９年度、平成３０年度を見ても、資料的に全然変わらないんですよね。多少はあるかも知れませんが。
　　　　　　ここで我々は、今回はこれで承認しろと言われても、ちょっと承認は、私個人としてはちょっと無理かなと思います。
　　　　　　川村委員もさっきおっしゃっていましたけれども、去年やったから今年、今年やってどうだったかというのはやっぱり必要です。平成２９年度の反省がこうで、それを踏まえ平成３０年度は変えましたとか、平成２９年度やってみていい経過だったので、平成３０年度も継続事業でやりますとか、そういう計画と予算を立てたほうがいいんじゃないかなと思います。

　　　　　　計画前には庁内でプロジェクトチームを組むと書いてあったんですけれど
それはもうできているのですか。平成２９年度もあと何日しかないので、始ま　　る計画を作成するときに、皆さんでもみましたかね。去年はこれだから、今年もこれにしようということはないんですか。もんだ結果、これだということなんですかね。ちょっと厳しいことを言うようですけれども。

計画について、新年度からこれをやるって出ているわけですよね。せっかく何人も委員を集めてやって、これで今承認されたとおっしゃいましたが承認された分に対しては、このどこに反映されているのかというのをちょっとお聞きしたいんですけど、今年度の計画に対して。予算も同じですか。でも、予算というのは、もう今、３月のこの時点だったら、もう決まっていると思いますが。
事務局　　　議会の承認を得て、新年度予算については既に決まっております。
桜井議長　　さっきのアクションプランというのは大丈夫なのかなと心配になりますが。
鈴木委員　　すみません、議長、ごもっともなんですけれども、今、事務局の皆さんに言っても、その答えがポンと返ってくるとは思えないんですが。
桜井議長　　すみません。皆さんのご意見、私の、単なる意見かもしれませんけれども、皆さんのほうから他にご意見があったらお願いします。
　　　　　　今回は、（案）で出ているので、これで承認して、（案）を本来なら消さないといけないと思います。
鈴木委員　　　すみません、議長のおっしゃることはよく分かりますが、でも皆さんに言っても、その答えは返ってこないと思いますが。
桜井議長　　　他にご意見はございますか。
伊東委員　　　文化班の資料１８ページ、１９ページの予算の計が、上から計算していたら合わないんですけど、歳出、歳入。1番の項目が両方とも入っていないような気がします。１８ページ、１９ページを計算していくと。

　
事務局　　　　申し訳ありません、これはちょっと計算ミスなので訂正させていただきます。
桜井議長　　　何回も言って申し訳ないんですけれども、承認されているやつですよね。
事務局　　　　ご指摘のとおり、１の国側の補助金のほうが、加えられていないまま、計になってますので、訂正額といたしましては、平成２９年度の当初予算額の計が１４０万、平成３０年度につきましては、１３１万６,０００円で、増減額はマイナス８万４,０００円になります。訂正いたします、申し訳ございません。

川村委員　　　歳出も違いますよ。歳出も１番上が入っていないです。歳出の1番も入っていないです。１５万が入っていないです。金額は変わらないんだけれども、１５万が入っていないです。

事務局　　　　歳出のほうは、３２,７６７千円ということで、平成２９年度の当初予算額です。

鈴木委員　　　そんなに訂正だらけでいいんですか。

　　
川村委員　　　これはここだけの問題で済むんですか。
事務局　　　　そうなんです。ちょっと別の場所から数字を取ってきたので、すみません。
桜井議長　　　総額は今訂正したやつで合っているということですよね。
事務局　　　　はい。訂正のほうをお願いいたします。
桜井議長　　　では、事務局のほうから提案いただいた平成30年度の事業計画および予算、に対して、賛成の方は挙手をお願いいたします。

委員一同　　　誰も手を挙げない。
桜井議長　　 事務局としてここで承認して、案を採って、次の段階に進めるという計画なんですよね。
鈴木委員　　　それはそうだよね。ここでOKしないと、次に進めない。

桜井議長　　　１つ、お願いしたいのは、要するに、せっかく新しくなるので、我々は市民の代表でもあり、市民のためにこういう委員会ってやっていると思うんです。これを市民に見せるわけですよね。市民が見たときに、平成３０年度ってどんなことをやるのかなと思ったときに、平成２９年度と同じなんて思われると、この委員会って何をやっているのと言われかねないですよね、厳しいようなことを言いますけれども。

　　　　　　　だから、お願いとしては、もう少しメリハリのある計画を立てていただいて、庁内で検討していただき、それこそメールなり何かしていただいて、承認いただくという方法はどうなんですか。

事務局　　　　今、議長からご指摘がありましたとおり、課内で少し検討したいと思います。その進捗については随時、またメールなり、もしくは来年度の第1回の会議のときに、再度、審議をしていただくような形でよろしいでしょうか。

桜井議長　　　それでは、そういう条件を付けて、賛成するということでよろしいでしょうか。
委員一同　　　はい。
桜井議長　　　では、是非検討していただいて、よろしくお願い致します。
　　　　　　　
桜井議長　　　引き続きまして、議事の②社会教育委員としての「活動テーマ」ということについて、事前に皆さんのほうから送っていただいたシートにちょっとミスがありまして、意見を頂いたんですけれども抜けてしまった委員の方には、この場を借りておわび申し上げます。すみませんでした。

　　　　　　　お手元の資料の修正版と書いてありますもので、事務局と私と副議長と、３人で検討して、こういうふうに分けたらどうかということで、一応、四つに大きく分けて、それぞれ頂いたご意見を資料でまとめてございます。

　　　　　　　この中から本日一つなり二つに絞って、何々の活動をして、来年の今ごろには、教育委員会に提案書が提出できるようなレベルに持って行きたいと思っております。
　　　　　　　皆さんから頂いたご意見について、この人の意見を聞いてみたいということがありましたら、ご質問していただきたいと思います。よろしくお願いいたします。

鈴木委員　　　すみません、これだけたくさんある中でみんな、全ていいと思うんです。
これをやれということができないので、できれば議長と事務局とで、どれにしようかということでもんでいただいて、お決めいただけませんか、と私は思うんですけど。
桜井議長　　　最初はこちらのほうで決めちゃおうかなと思っていたんですけれども。
鈴木委員　　　だってこれだけあった中で、じゃあどれをと言われても、ちょっと。これならいいだろうというものを何かお選びいただいて、推薦していただいて、じゃあそれに取り組もうという形のほうが私は助かります。
桜井議長　　　社会教育関係で見ていると、川村委員と鈴木委員は、社会教育団体が他団体の実態調査とか状況調査をしたらどうかって、二つあるんですよね。それと松崎委員は、教育施設の実施している事業への参加や、ダブっているところもあります。
鈴木委員　　　私の団体というのは、縦になりますので、だから横のつながりというのがなかなかなく、その横のつながりを何とかできないかということで、どういうことをしているか、調査してやってみたらどうかというのをお願いしたいことを上げました。
桜井議長　　　たぶんこういうのをやるとすると、各団体の代表たちが、また会議やりましょうと集まってくると思うんですけれども、そういうのって今、ないんですかね。団体をやる人が集まって、意見交換する場とか。
川村委員　　　それが、さわやかコミュニティー事業だと思います。本来の趣旨が確かそれだと思うんですよね、各地区の団体の方々が、集まって、意見交換をして、　ダブっているような行事があれば、じゃあお互い一緒にやりましょうとか。

地区で意見交換をする場がこのさわやかコミュニティー事業と、私はそういう認識だったんですけど。

桜井議長　　　団体自体は、例えば、川村委員のいる青少だとか、女性の会だとか、意外といっぱいありますね。
川村委員　　　横の繋がりというのは相談員は全くないですし、これをやろうとすると、平成３０年度の、計画の中に社会教育委員会議は年３回の予定になってます。年間３回では無理な話で、皆さんがやはり、自分で自主的に時間を作ってやるとかというような形のものが発生するのは間違いないと思います。
これをやるべきだったというのは、そのへんをまず書くことが必要かなと思いますが。
桜井議長　　　自主勉強会については、テーマを決めて何回か集まり定期的に今までも行ってきましたが、夜だと都合が悪いという人がいたり、昼間でやってみると、今度は、先生方はやっぱり授業、学校がありますから出られなかったりとか、なかなかうまくいきません。
　　　　　　　今回もし決めていただいたら、数回は集まっていただきますけれども、何回も言って申し訳ないですが、インターネットを活用して、その中で意見交換をしていけばいいのかなと思っています。確かに年３回の委員会だけでは、厳しいと思います。
川村委員　　　我々の団体とかは、直接市民の子どもたちをメインに相手をしながら、いろいろな行事のイベントをやっています。それがやっぱりメインで、上に対しては、そんなに大した目の気配りはしていませんから。
　　　　　　　逆に、各団体は団体の対象とする子どもたち、大人の方とか、老人の方を相手にされているので、そこと市のパイプの役目を、我々社会教育委員の方がやっていただいたほうがいいかなという感じは、僕の印象ではあるんですけど。
　　　　　　　それでいろいろな調査をした上で、他の団体とこの団体で、もう少しくっつける内容のものを提案し、社会教育委員から各団体にしてもらったほうが、いきなりこうあったとしても、自分たちのことで忙しいので、話し合いを他団体と持つというのは、なかなか難しいかもしれません。

　　逆に、団体さんがいっぱいある中で、それを統合できるような役目を果たせるのは、社会教育団体で、本来、前回やったときに、市と市民のパイプをつなぐというような役目が社会教育委員というように書いてあったんですけど、これだけしかいない人数でやったら到底できないと思うんですよね。ですから、それは団体を使った形を取るしかないんじゃないのかなという気はします
三城委員　　　　私も同意見です。我々はテーマとして何かを決めて取り組んでいくというよりは、この委員会で取り上げるとすれば、今、市でそういう社会教育の一番の問題点は何なのかという問題点を絞っていただいて、その問題点だけをこの委員会で協議し、皆さんのご意見でアドバイスしていったほうがよくて、色々なやりたいテーマとかがたくさんあるので。

　　　　　　　　今、おっしゃったように、我々もそういう団体を控えていて、それをもっともっとよくしていかなきゃいけないので、そっちに取り組んでいるので、そういうことからしてもやっぱり、今、課題になっていることは何なのかというのをまず取り上げて、それを絞って、もっとこれを皆さんの意見をまとめていったほうがいいような気がします。
桜井議長　　　　はい、分かりました。他にご意見ございますか。
　
桜井議長　　　　我々社会教育委員に事務局としては、この教育委員会にどれほどの期待度を持っているかということになると思うんですよね。自分たちが問題にしているやつをここで提案して、我々に期待した成果を望んでいるかどうかだと思うんですよ。そのへんはいかがなんですかね。
　　　　　　　　例えば、今日はざっくばらんな話をして申し訳ないですが、事務局の議事だけ進行していただければこの会議はいいと思っているのか、それとも市民にとって、少しでもその社会教育というのは役立って、市民活動に生かせるようなものにして、我々の下で知恵を絞ってやってほしいという期待があるのかどうかをちょっとお聞きしたいんです。
小林委員　　　　私も意見を書きましたが、１つには、前におっしゃられたように、我々社会教育委員にどういう期待をしているのか、またやるとしてもどういうことまでやるのか、自分たちが動くのか、またはアイディアを出して提案して終わるのか、そういうことを決めた上で動かないと、動けないのではないのかと思います。

　　　　　　　　例えば、事務局がもうそんなことはよしてくれよ、現段階において色々なサークル活動で既にやっているので、それ以上のことはそこに任せればいいんじゃない、余計なことをしないでいいんじゃないと言われるとかね。今、ご説明あったように言われたことを承認すればいいんだと、それであれば、この委員会で取り上げて、さらに先を進めるようなことをする必要があるのかないのか。そういうのをちょっと本音として考えていかないと、今後の方向性が出ないような気がいたします。
桜井議長　　　　私も民間で長く働いてきた身からすると、お客さんというのは我々の市民の方々ですよね、その市民から見て、この社会教育委員会というのがなかったときに、何か困ることがあるんですかということだと思うんですよ。

　　　いや、別になくても、さっきの予算でいくと、わずか数百万、我々の報酬分だけかもしれませんけれども、それがないんだったら他に使ってもらって、少しでも市民のためになるような使い方をしてもらったらいいかなという思いもあります。
　　　　　　　　だから、本当に事務局生涯学習課として、教育委員会として、印西市の社会教育委員にどういうものを期待するかというのが、知りたいというのはあります。
鈴木委員　　　　すみません、議長、先ほども申し上げましたけれども、皆さんにそれを、今答えを言えというのはちょっと厳しいと思います。
桜井議長　　　　だから私は答えを求めているわけではなくて。
鈴木委員　　　　でも今、ここで、その意見を出すことはちょっと国会と一緒で無理だと思います。
　
桜井議長　　　　はい、分かりました。
菊地委員　　　　今日、ここに活動テーマについてということをこの会議の議事に載せるまでの間に、私たち、社会教育委員、桜井議長と私と事務局と何度も打合せを行い討議してきました。
　　　　　　　　そして、こういう活動テーマを載せることができたということは、やっぱり事務局の私たちに対する期待感というか、期待感とまではいかないまでも、どういうことを方向付けてしていったらいいかということで、載せられたんじゃないかなと思います。桜井議長もやっぱり一生懸命やってくださいました。
　　　　　　　　でも、今の言葉を聞いていると、ちょっと失礼ですけど、あまりにも自分が言っていることを全部破棄したような言い方なので、もう少し先を見た言い方をしていただけると、私は時間を費やした事が、私なりに一生懸命考えたこういう結果を出したんですね。だから、パイプ役というのはやっぱり社会教育、社会と教育と、家庭教育と私たち一般の三つの連携の中から、出てくるんじゃないかなと思います。
　　　　　　　パイプ役をするためには、やっぱり実践的な活動を見て歩くこと、それから今、私はあまり得意じゃないんですけど、小林さんがよくインターネットの活用しながら、いい方向にできればと思います。
優しい子どもたちを育てるため、印西市を見ていくためには、環境を大事にして、方向性を見るというのは、すごく難しいと思うんですけど、でもその中から、私たちができる最小限のことを、まずはやっていかなくてはならないのかなと思います。
　　　　　  　だから、私としては学校関係のことが一番、自分が取り組みやすく文化とか、学校を含んだ文化、芸術などで子どもたちを初めとする次世代の育成ということをやっぱり念頭に考えた、社会教育委員としての活動をしていたいなというふうに思っています。

　　　　　　　それには鈴木委員、川村委員が現在、一生懸命やってくれている青少年の育成問題でそういう方向に私は付いていきたいなと思います。
桜井議長　　おっしゃるとおりだと思います。ただ、執行するのはあくまで我々ではなく教育委員会なんです。
　　　　　　教育委員会がこういう計画を出していて、ちょっとお寂しいような気がします毎年同じことをやっていて。
鈴木委員　　要するに、結果や実績等を載せていないということですかね。
桜井議長　　計画がせっかくあるのだから、その計画に沿って次の段階、実施計画というものがあると思います。予算関係がちょっとこれだと、我々社会教育委員会としては、これで平成３０年度はやってくださいって、ちょっと言いがたいような気がする。

　　　　　　だから先ほど言いましたように、鈴木さんの意見もありますから、事務局のことを責めているわけではなく、教育委員会全体に言いたいのが、もう少し平成３０年度というのは、やっぱり新しい年度に新しい考え方でやっていこうというのを決めたわけですから、去年とほぼ同じような内容で資料を載せるのではなくここが平成３０年度は主要事業で強調したいところですというのがあってもいいような気がいたします。

事務局　　　計画ですが生涯学習編でいうと、基本計画がお手元にないので皆さん、ご理解しかねますが、見比べていただけたら、こちらに載せているような形で、載っているので、アカデミーの充実ですとか、放課後子ども教室の充実とか、そういったことが載っています。

　　　　　　文化芸術編の計画として、文化芸術団体と放課後子ども教室事業の交流で、文化・芸術団体に加入されている団体が、放課後子ども教室のほうのプログラムに参加してくださるとか。
　　　　　　見た目には、今までと同じ内容で資料には記載してございますが、それにつきましてはこちら側としてもいけないことだったと思いまかすが、見えない部分で、新しい計画にのっとってやろうという、事務局サイドでは考えています。この計画の案のところには目に見えて変わったところがないので、こちらとしても何とも言えませんが、新しい計画を作るのに携わっていましたので、こういうふうにして一緒にやっていこうかという話し合いはしております。
　　　　　　ただ、生涯学習編については、昨年度とあまり文言が変わらず、新しい計画には載っているので、今の計画とさほど変わらないんじゃないかという印象は次のことを示しても、お持ちになるかとは思いますけれども、一応、平成３０年度で、事務局サイドでは、文化・芸術を子どもに広めるという内容の事業、放課後子ども教室でやるとか、色々な新しい事業展開を考えています。

　　　　　　ただ、こちらの資料には載せていませんので、今回載せればよかったのかなとは思います。
桜井議長　　そういうことを我々は資料と併せ聞きたかった事です。
　 今回の資料を見て、我々が説明を聞いたら平成２９年度と変わらない　　　　　　ですよね。今の説明を聞いて初めてやっぱりそういうことも考えているんだな　　　　　　　　　　　　　　　　　というのが分かりました。

　　　　　　資料の記載方法を次回から検討していただき、平成３０年度は、これまでと違ったところはこういうところですというのを資料でも分かりやすくまた説明もしていたたきたいと思います。
小林委員　　桜井議長さんの言うとおりだと思います。事務局の案としては、７０％、８０％、従来どおりだと思うんですよ。で、それはそれとして、その２０％、１５％、をこちらは強調してやりますなど、前回と、前年度と違う点、それが５％、１０％でも強調してお話ししてもらえば、我々も理解できますし全部変えろというわけじゃなく、７０％、８０％は同じですと、事業報告も一緒かもしれませんが、それはそれでいいと思いますが、それだけの必要性があるわけですから。

桜井議長　　先程の膝栗毛の事業も、平成30年度事業になっていますので、そういうことを説明していただきたいのです。。

事務局　　　今の時点で、実際に、来年度の予定が相手方もあることなので、交渉が全て成立しているかというとちょっとまだ難しい段階で、交渉中のこともありまして、それをこの場で申し上げられない部分もあるというのが、ちょっと、ご理解いただきたいところなんですね。

　　　　　　先程関口の説明からありましたけど、文化芸術につきましては、最近では子どもを中心として、体験を増やしていこうということで、芸文協の皆さまと力を入れ、ちょっと具体的に、表現や示す方向が例年通りになって、うまくお伝えできなくて、また言葉も足りなく本当に反省点しております。

　　　　　　ただ、最近の文化祭では、体験コーナーに具体的な言葉がないので分からないというご指摘も頂きましたが、文化祭の場面では、今年、平成２９年度は初めて大正琴の体験をしていただくコーナーを設けたり、また、陶芸や通して押し花を体験してもらったり、自分の思い出を作るとか、そういったことで、体験重視ということを念頭に置きながら事業を考えております。

　 この計画のリーディング施策というのはやはり、横のつながりで、子どもを育て人材育成をしていきましょうというのが本来の趣旨だと思っていますので、私たちも、そういうふうに計画を策定する段階で動いてきたつもりではいるのですが、ただ、交渉が今、申し上げた放課後子ども教室については、今日、相手方の承諾がもらえたとか、そういうふうに交渉して、まだ結果が得られていない部分があるので、なかなかちょっと、今日の場面ではお伝えできない部分もありました事をご理解願います。

　　　　　　今後は、そういったところも含めまして、説明していき、石造物とかそういうところも評議するとか、工夫をしながらご理解を得られるようにちょっと工夫していただきたいと思います。
桜井議長　　そうですね、表現方法とか、さっき川村委員からも提案があったみたいな、全体的にはここなんだけれども、現在はこのレベルで、今年度はここをやります、実験的にやりますとか、表現方法をもうちょっと強調していただいてもいいかもしれないですね。
　　　　　　テーマからちょっとずれちゃったんですけれども篠原委員、いかがですか。
　　　　　　
篠原委員　　今、鈴木委員さんから、決められないから、事務局で決めてくださいという意見なんですが、事務局で決めてしまうとそれこそ、じゃあこれをやりますと言った時に、こういうことが重要だなと思っているんですね。今までしたことがないと思うんですよ。

やっぱりパイプ役ということを、さっき菊地副議長のほうからおっしゃられたと思うんですけど、その連絡やパイプ役というのが大事なので、私も見て歩くこととか、ネットを活用することというのは大事だと思います。
　　　　　　そして、何か行事とかサークルの催し物があったときに、団体の催し物があったときに足を運んで見てそして、情報を、今度はこういうことをしていたということを、ネットか何か別の方法を利用して、他の方にも分かってもらうというようなことが大事だと思います。
　　　　　　だから、テーマとしてはうまく言えないですけれども、そんなことを思いました。
桜井議長　　平石委員はいかがですか。

平石委員　　私は、聞き役でずっといたんですけれども、やはり先程皆さんもご意見の通り、この委員会は承認の場の機関なのかなというふうに思っていました。桜井議長からお話があって、ただ承認の機関だけではないのだと言う事が分かりました。

　私は、西の原小学校で、おやじの会というのを作り、子どもたちに色々な事を、子どもたちと交わって、先生と交わって、活動をして来ました。そういうものを底辺にあって、このように、社会教育委員というのがあると、素晴らしいなと思っていたんですけれども、横のつながりを大事にしたいなと思いました。
桜井議長　　ありがとうございました。恩田さんはいかがですか。
恩田委員　　私も一応、何十年来と女性の会という中だけに、あと子どもがいたときには家庭教育学級とか、いろいろ出ていたんですけれども、その中でずっと活動してきただけだったと思うんですね。
　　　　　　それで、やはり今回、私も社会教育委員１年生でこういう中に入ってみますと、色々な分野の方がいらっしゃるということで、自分がやってきたことは、本当に、町の中のほんの一部のところで頑張ってきたんだなというのがよく分りました。

　　　　　　だから、ここでこういう話をされているのを色々聞き、なるほど納得しています。
　 　私は何を頑張ったんだろうと今、ずっと考えていましたら、私たちはもう会員がある程度年配、７０代、８０代に入りある方がメインでずっと動いてきました。やはり子どもたちもすごく大事で、ある程度年配の人たちを集めて行動する、「産業まつり」でこういうことするので、参加して見ませんかとかお手伝いとかお願いしながら声かけし、来てくださる方、新旧住民という言葉を使ったんですけれども、やはり、とても興味を持って来てくださる方を大事にしながら、そういう年配の方々と横のつながりでつなげていくのって大事だと感じました。
　　　　　　それで、突然でうまく言葉にはできませんが、やはりとても新しい方は、今まで私は本当の、この地区の旧住民だったんですけれど、色々なところの方がいらして、同じ歳を重ねてきて、経験をした方々の話を聞いております。
　　　　  　そうすると、これからまだまだ色々ないいお友だちが増え、この歳でも。何かのきっかけにもなり、年配者の横のつながりといいますか、それがとても大事だなと思いながら活動してきて、私はこの年代でこれをやっていれば、これも何かの役にたっているのかもしれないって、ちょっと今、思いました。
　　　　  　ただ、ここに入って、皆さんが立派で、私は何をしてきたんだろう、何をしていたんだろうと疑問ばかり考えていたんですけれども、やはり色々な市の、住民がいる、それであまり活動の場のない、新しい方でも年配の方たちにも誘い出せるような、横のつながりを私はちょっと頑張ってみたいと思いました。
桜井議長　　ありがとうございました。松崎さんはいかがですか。
松崎委員　　今回、このテーマとの宿題を頂いて、私なりにネットとか何かで調べたりもしてみたんですけど、他の地域でされている社会教育委員会の事をというのをネット等で調べてみたところ、印西市は会議を年３回開催し２回で終わっているところもあれば、８回、９回、１０回開催しているとこもあります。

　　　　　　まだまだ私にとっては、勉強が必要ですので、PTA活動を長くやってきたことでここの席に座らせていただいてはいるのですが、子どもたちのそういったことからちょっと離れて、今はどちらかというと、高齢者の方に対してのボランティア活動をしている事が多いです。

　　　　　　それにしても、やっぱり一部の方だけなので、もっと、ここでテーマに関しては、市の社会教育施設見学や行事の参加などで、幅広く知る事が大事でもっと　　　　　　　　　　情報を集めて、その情報を周知することが必要なんだなというのを感じました。社会教育委員として、先程から出ているパイプ役ということになる器にまだまだなっていない自分がいるので、これから勉強もいっぱいして、そう言った勉　　　　　　強する場を欲しいし、必要だなということを私自身は考えています。
桜井議長　　ありがとうございました。本日事務局から配っていただいた「社教」という本
がありますよね、この本にも社会教育委員の活動など結構載っています。
　　　　　　また、毎年開催しています印旛郡市の社会教育振興大会や県の振興大会とかご
案内していると思いますが、このような行事に参加してみると他市町での事例発表など意見交換会などをしながら情報交換が出来ますので是非参加していただければと思います。
　
桜井議長　　関根委員テーマについてのご意見ございますか。
関根委員　　私が思うのは、先程から色々な皆さんからのご意見が出て、やっていることを
本当に市民の方にどんどん広められるかどうかだと思うので、まず我々というのは、この場がアドバイスをしたり、意見を出していく形が１番なのかなというふうな気がしています。
新しいことを取り入れてやると、それぞれの負担になると思うんですね。負担になったら、結局、委員の方々も来づらくなってしまうこともあると思います。
　　　　　　だから、そういうことでやっている案を精査し、意見を事務局にするという、
我々の立場では無いのかと思いますが、それで、いいものはどんどん広められるような工夫をしていきましょうというアドバイスとか、ができることが１番充実した会になると思います。
桜井議長　　ありがとうございました。伊東委員はご意見ございますか。
伊東委員　　私も先程からお話を聞いていて、生涯学習って何だろうとちょっと、原点を考
えていましたが、やっぱり豊かに生きるために、市民がやっていくために何かそういった充実とか、それから学習だとかそういったことを、そういう場の提供だとか、そんなことをうまく連結させるための、それが生涯学習の一番の目的なのかなとか、自己実現というのが目標なのかなと思って聞いていました。
　　　　　　私もスポーツをやっていた時に、色々と調査しニーズはどこにあるかというと、
働いている世代というのは、仕事を一生懸命やっているんですね。だから、例えば小中学生だとか、それから仕事をリタイアされた方とか、こういったところは非常に時間を持っています。
この人たちのところにどういった場を提供していくかというところで、色々な講座とか、スポーツ観戦なんてよくやっています。何々教室とか、そういったところもございます。
　　　　　　あとは、小学校であれば何々の団体だとか、野球だとかサッカーとか、沢山団
体がありますと、そこに指導者がいて交流などをしていますが、多分そういうところの活動を通して、豊かにしていくところも目標だと思います。
　 ただ、先程の話を聞いていて、私もよく、やっぱり生涯学習なり文化というの
が何なのかなというと、分からないんですよ、どんな活動をしているのか、
どんな団体があるのか、正直分かりません。
　　　　　　 それがじゃあ、どんなふうに見えるようにしていくのかというところが問題なのかなと思います。ただ、こう話し合っていても、なかなか歯車が合わないところもちょっとあったりするので、ホームページの開設だとか、そんなところで、例えばこういうこと、社会教育がありましたよとか、こういう文 化 芸術の催しがありましたよとか、そういう情報が例えばサイトにあって、印 西市は何をやっているのかな、ポンポンポンといったときに、カテゴリー別 に次々と、見えてくると、とても分かりやすいだろうと思います。
　　　　　　 ただ、その作業と管理にはかなりの人と、労力とお金も必要です。そういったところはできるかどうかというところも問題だとは思うんですけれども。確かに生涯スポーツのほうでそういうサイトを作って、今、やってはいるので、ちょっと分からないんですけど、生涯学習課ではそういうサイトはあるんですか。
桜井議長　　特にないです。それが毎日更新ではなくて、たまに少し全体的なのを載せて、季節ごとにあると、分かりやすいのかなというふうに非常に感じたので、色々話し合っているときの、その土台になるようなもの、また市民が見たときに、情報を共有して、こういうことをやっているんだ、印西市はこんなすごいことをやっているんだとか、そういう情報の共有ができるとかだと分かりやすいのかなと、個人的には感じました。

前回伊東委員から言われたサイトを帰ってから見てみたんですけれども、やっぱり結構立派な、大きい団体ですもんね。
　　　　　　やっぱりホームページを作って一番問題なのは、作るのは作っても、その次のメンテナンスが大変ですよね。
　　　　　　そうすると事務局の方に、それを更新し何かするときの事務量を考えると、１人専属でいないといけなくなってしまい負担が大きいと思っています。とりあえずは、そのインターネットの活用みたいなことを広めていったらいいかなと思います
　　　　　　テーマは特に選ばないで、今のご意見を総合してみますと、要するに、市民との行政とのパイプ役に徹して、色々な情報を集めていきこの委員会、委員の中でも、こういうことがありましたとか、ああいうことがありましたというのを、まず委員自身で納得して吸い上げたりしてみるなど。
　　　　　　例えば篠原委員が言ったみたく、他の団体でこういうのがあるからどうですかというのを、こういう会議で提案していただいて、じゃあ何人かで行ってみましょうかとか、そういうことになるんですかね。
川村委員　　まず、テーマについてのなんですけど、こういったことを平成３０年度でやりきるのか、何年計画でやりきるかというところがまず１つあるんじゃないかと思います。

　　　　　　やることはやっぱり続けていかないと駄目だと思うので、平成３０年度で終わりというのもまた寂しい話ですし、我々青少年相談員の団体では、色々な問題点や課題が、団体内でもすごく挙がっています。

　　　　　　女性の会の方もそうかもしれないですけど、次の担い手の問題です。
県の会議に出ていても言われるのは、横との連携をもっとしていこうという話が必ず出てきます。我々の団体に近いところというのは、子ども会とか、おやじの会、PTA、そういう近い団体との連携を図りましょうというふうになるんですけど、連携をするような場がありません。

石川委員　　話し合う場所がないですよね。
川村委員　　ここを統合しているところというとやっぱり、この社会教育団体の社会教育委員のこの会議が、我々の社会教育団体を統合している場所になるのかなというふうに会議に出ていて思いましたけど、そういう意味でのさわこみではないのでしょうか。そういう意見の調整をするようなところを、できるような場であっていただけるといいのですが。
　　　　　　そのためには色々な社会教育団体が、何をどういうふうにしているのか、やっぱり知らないといけないじゃないですか。文化的なものもあれば、我々の子どもたちを相手にしたところもあれば、何がどうやって、やっているかというのを、調査は必要かと思います。
　　　　　　みんなが同じところに行っているのは時間がもったいないので、不得意、得意なところを分けていただいて、文化的なものとか、そういった子どもたちの教育的な、健全育成の分野とか、そういうふうに分けて、各々が何か調べてもらえるといいんじゃないのかなというふうな、私の意見なんですけど。
桜井議長　　今の川村委員のご意見に対して石川委員いかがですか。
石川委員　　全くその通りだと思います。
　　　　　　確かに色々とこの資料を見ても見えないです。放課後子ども教室推進事業、「推進」なんだとか思っても、その放課後子ども教室って何をやっているのか、具体的に分からないし、それがこの市内でたったの３校しかやってないのも知りませんでしたし、さわコミ事業も市内の６中学校地区でしかやっていないんだとかってなると、やっぱりいいものだったら、他にもお知らせしたりできればいいのかなと思います。

　　　　　　だから、どうやってパイプ役になっていいのか分からないですけど、さっき松崎委員がおっしゃったように、もっと我々も勉強しないと、何も広がらないんだなという感じはしました。
鈴木委員　　班に分かれてやるということですか。
桜井議長　　そうですね。具体的に、今、川村委員から、現在印西市には社会教育関係団体の実態調査をしてみたらどうか、という意見が出ましたが。
鈴木委員　　まずはそちらから取り組みますか。
桜井議長　　じゃあその調査をやりつつ、パイプ役だとか、情報収集をするというようなことを頭に置きながら、調査をしていくということでよろしいですかね。
　　　　　 やるに当たっては、川村委員から全体でやっていてもしょうがないので、二つとか三つの班に分けてやるようなことで、事務局と相談してみます。
　　　　　 あと、期間についてですが、せっかく立ち上げたら、ずっと継続してやってもらいたいと思いますので、ただ、私は、ちょっと申し訳ないんですけれども、平成３０年度でもう６年間の任期満了になりやれませんので。

　　　　　 ただ、そのあとにはやっぱり残したくないので、ある程度、さっきも言いましたように、長いスパンで見ると、今年１２月までにそういう活動をして、来年の１月、２月、３月までまとめて、３月の時期までに教育委員会に提案書みたいなものができればいいなと思っています。

　　　　　 その後、良ければ継続してやっていただきたいと思います。
団体の実態調査を何グループかに分かれてやってみるということと、あと、今、すでにやっています、社会教育委員の運営方法など少し変えていくということで、今後の会議の内容や、必要に応じての自主勉強会の開催など併せ何人かの委員さんには集まっていただき決めていきたいと思いますので宜しくお願い致します。
桜井議長　　次に、議事の③印旛郡市社会教育振興大会の開催についてですが、前回の会議、の時に社会教育委員の役割について勉強したといますが、我々の上の組織で印旛郡市社会教育委員連絡協議会というのがございます。

　　　　　　加盟している市町は郡内９市町ありますが、本日配布資料の別紙３に載っています「印旛郡市社会教育振興大会当番表」で、平成２９年度を見ると、印西市が会長職になっていて、副会長が佐倉市、幹事が富里市、酒々井町となっています。
　　　　　　今年度の最初の会議の席上で、佐倉市の委員から、毎年開催してございます振興大会がマンネリ化しているというご意見と併せ振興大会時に表彰する人たちもだんだん少なくなってきていることなどの理由により、平成３０年度以降の開催については、２年に１回の各年の開催にしてはどうかという提案がございました。
この件については、一存ではその会議の場では決められないので、各市町に持ち帰って、各市町の委員会等でもんでいただき結論を出してもらうことになってございます。
　 　 今日、皆さんにお伺いしたいのは、振興大会には毎年委員皆様方にはご案内して、参加された方もいらっしゃると思いますが、今まで通りの毎年開催にするか、各年開催にするかどうかのご意見をお伺いして、きたる３月２０日の印社連会議に持って行こうかなと思っています。

　         　先程のテーマの協議中でも色々とご意見をお聞きしましたが、他の市町の社会教育委員会ってどんな活動をされているのか知ることも大事と言うようなご意見もありましたので私としては毎年開催して、マンネリ化はしているかもしれませんけれども、実際参加される委員というのは、任期２年とか１年で交代している委員さんもいますので、そういうところへ参加して他市町事例発表など聞ける場になりますので、松崎委員がおっしゃったみたいに委員の勉強にもなりますのでいいかなと思います。
　       　　皆さんのご意見はいかがでしょうか。。
小林委員　　今まで毎年開催していて、各年にするというのもよく理解できませんが私は今まで通りの毎年開催でいいと思います。２年に１回だと忘れてしまいます。
桜井議長　　ありがとうございます。
川村委員　　隔年にした場合など県との関係はあるんでしょうか。

桜井議長　　県には確認して特に問題は無いようです。
　　　　　　参考までにこの当番表を見ていただきますと、印西市は平成３１年度に振興大会の会場地並びに幹事になっております。
川村委員　　事務局の方は幹事というのは大変なんですよね。その振興大会全部を仕切らないといけないので、会場から全部ですね。来年度は８月２５日に八街市で開催が決まってますので、１年前から八街市のほうではご準備計画をされていると思います。、関係団体のところが動いていると思いすが。

幹事になった場合は、我々の人数で仕切るんですか。
鈴木委員　　全然、関係ないです。
川村委員　　生涯学習課の事務局ですか。
桜井議長　　だから事務局の人が大変なんですよ。今年は五十嵐さんとかが大変です。
川村委員　　我々はあまりやることはないんですかね。
鈴木委員　　やらない、やらない。
川村委員　　講演とか事例発表とかありますが、それをもっと、皆さんが興味ある聞きたいことをやられるべきじゃないかなと思います。私の青少年相談員の団体もこういった同じようなイベント等をやっていますが、中にはもっと事例発表をたくさん聞きたいという団体があるのではないでしょうか。、その団体でいいことをやったものはどんどん発表してもらったほうがいいと思います。
鈴木委員　　そうですよね。
川村委員　　全くピンとこないような講演を聞くよりはいいと思います。
桜井議長　　そうですよね。おっしゃる通りだと思います。事例発表はいいですね。
川村委員　　むしろ、この前ホームページにもあったように、社会教育委員の団体がすごく活動的なところの事例を、それがいいというわけじゃないですけど、そういったような成功事例みたいなものの、来てもらって講演してもらったりしたほうが、子どもも興味が出るかなという感じがするんですけど、イベントは何でもそうですが内容次第じゃないのかなと思います。
　　　　　
桜井議長　　事例発表で、それこそ今、鈴木委員とか、川村委員がやっていらっしゃる団体は、本当に旧の印西地区、本埜地区なんかの子どもたちのための育成という分野ですごく役に立っていると思うので、ぜひ事例発表で活躍していただきたいと思います。
小林委員　　振興大会の開催については、毎年開催する方向で、その間については、内容のマンネリ化を防止するために、今後印社連会議の中で委員の皆様で何か考えてくださいということでいいじゃないですか。

桜井議長　　そうですね。生涯学習課長、印西市の振興大会の開催についての方向性はこちらでよろしいでしょうか。
事務局飯島　印西市としては、やはり社会教育の振興ということを考えますと、例年通り
の毎年開催することが望ましいと思っております。

桜井議長　　分かりました。じゃあ結論はそういうことで、例年どおりの開催で、運営、内容に関してはマンネリ化を防ぐための方法を考えて、今後検討してやっていただくということで、答えたいと思います。
　　　　　　最後、その他なんですが、皆さんのほうから何かございますか。
　　　　　　無いようですので、それでは長時間の慎重審議ありがとうございました。
以上で議事を終わります。
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